
    

 

 

 

 

 

航空従事者技能証明学科試験例題集 

 

計器飛行証明 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年６月 

 

 

 



    

計器飛行証明（P４０） 

 

例題１ 

航空法及び航空法施行規則で、計器飛行を行う航空機乗組員に求められている最近の飛行経験に 

ついて正しいものはどれか。 

（１）操縦する日からさかのぼつて百八十日までの間に六時間以上の計器飛行方式による飛行 

（２）操縦する日からさかのぼつて百八十日までの間に六時間以上の計器飛行（模擬計器飛行を

含む。） 

（３）操縦する日からさかのぼつて半年までの間に六時間以上の計器航法による飛行 

（４）操縦する日からさかのぼつて半年までの間に六時間以上の計器飛行方式による飛行 

正答（２） 

 

例題２ 

航空機に装備された磁気コンパスについて誤りはどれか。 

（１）加速中に誤差を生じることがある。 

（２）磁気コンパスの「Ｎ」は真北を示す。 

（３）旋回中に誤差を生じることがある。 

（４）方位により異なった数値の自差がある。 

正答（２） 

 

例題３ 

航空情報用略語と意義の組み合わせで誤りはどれか。 

（１）RCLL：滑走路中心線灯 

（２）RTZL：接地帯灯 

（３）REDL：滑走路灯 

（４）RTHL：滑走路末端識別灯 

正答（４） 

 

例題４ 

火山灰について誤りはどれか。 

（１）噴火直後の噴煙は粒径の大きな火山灰粒子が含まれているため航空管制用レーダーや機上

レーダーで確認できる可能性がある。 

（２）高々度で広がった火山灰雲と高層雲（氷の結晶）とは容易に判別できる。 

（３）火山灰が空気中の水蒸気を吸収すると硫酸になるため、機体に付着すると腐食させる。 

（４）火山灰雲には高電位の静電気があり、航空機の無線通信に影響を与える。 

正答（２） 

 

例題５ 



    

次の用語の組み合わせで正しいものはどれか。 

（１）目視進入：ターミナル管制所のレーダー管制下にある IFR機が所定の進入方式によらない

で飛行場または先行機を視認しながら行う進入 

（２）最低扇形別高度：飛行場中心から半径 25マイルの範囲を複数(通常４つ)の扇形区域に分け、

それぞれの区域にある障害物に対し少なくとも 2000フィートの間隔が得られる高度 

（３）RUNWAY INCURSION：離着陸に使用されている滑走路に航空機、車両等が不適切に侵

入すること 

（４）NO-GYRO APPROACH：航空機の姿勢指示器が故障した際、パイロットに対し管制官が

レーダー航跡を見ながら適宜旋回を指示する誘導方式 

正答（３） 

 

例題６ 

最低利用可能フライトレベルが 160 になる場合の QNHはどれか。 

（１）28.38inHg 

（２）28.90inHg 

（３）28.97inHg 

（４）29.38inHg 

正答（１） 

 

例題７ 

ラディアル 180（R-180）の標準待機経路が公示されている A VORで待機する場合の飛行要領に

ついて（a）～（d）のうち、正しいものはいくつあるか。（１）～（５）の中から選べ。ただし、

待機高度は無風とする。 

（a）HOLD SOUTH OF A VORの指示に従って待機を開始した。 

（b）針路 240°で A VORの上空を通過したのでパラレルエントリーで進入した。 

（c）針路 120°で A VORの上空を通過したのでオフセットエントリーで進入した。 

（d）エントリー確立後、14,000フィート以下であったので、アウトバゥンドレグ 1分間で待機

した。 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（４） 

 

例題８ 

ミストアプローチについて正しいものはどれか。 

（１）ミストアプローチプロシージュアは進入許可に含まれていないため別途クリアランスが必

要である。 



    

（２）ミストアプローチプロシージュアは MAPt から開始することを前提としているが、MAPt

を過ぎた後でもその経路に従って飛行すれば障害物との間隔は保障されている。 

（３）MAPt に至る前に進入の継続を断念した場合は、特に指示が無い限り速やかに最終進入経

路から離脱しなければならない。 

（４）レーダー進入では通常ミストアプローチプロシージュアがその都度管制官から示される。 

正答（４） 

 

例題９ 

ILS（CAT-Ⅰ）進入の決心高（DH）の設定条件に含まれないのはどれか。 

（１）RVRの最低値 

（２）ILS施設が使用可能な最低の高さ 

（３）対地 200フィート 

（４）進入方式について算出された航空機区分別の障害物間隔高（OCH） 

正答（１） 

 

例題 10 

速度調整が自動的に終了する場合として、（a）～（d）のうち、正しいものはいくつあるか。（１）

～（５）の中から選べ。 

（a）速度調整中に待機が指示された場合 

（b）速度調整中に進入許可が発出された場合 

（c）速度調整中に他の管制機関にレーダーハンドオフされた場合 

（d）レーダー進入に際して速度調整が指示されていた場合で、接地点から 5nmの地点または最

終降下開始点のうちいずれか接地点から近い方の地点を通過した時 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（２） 

 

例題 11 

飛行方式設定基準における離陸の最低気象条件について誤りはどれか。 

（１）RVRが複数設置されている空港では、すべての RVR計測機器が正常運用されているとき

に限り、最も大きい RVR値を最低気象条件に適用できる。 

（２）滑走路灯、滑走路中心線灯、滑走路中心線標識の運用および設置状況ごとに最低気象条件

が示される。 

（３）離陸の最低気象条件に示された飛行場灯火及び標識がすべて利用できない場合は昼間のみ

離陸が可能となる。 



    

（４）離陸の代替空港を設定する多発機以外の航空機で出発空港において CAT-Ⅰ精密進入が利

用できる場合は、当該進入の最低気象条件の値に等しい RVR（RVRが使用できない場合に

あっては地上視程）が離陸の最低気象条件になる。 

正答（１） 

 

例題 12 

計器飛行方式による飛行について（a）～（d）のうち、正しいものはいくつあるか。（１）～（５）

の中から選べ。 

（a）計器飛行方式は、ATC のクリアランスに従って飛行するほか、常に管制官の指示に従って

飛行する飛行方式である。 

（b）IFR で飛行中の航空機には、管制機関によって他の IFR 機との間に一定以上の間隔が確保

されている。 

（c）IFRで飛行中は、外部視認の可否にかかわらず、航空法 71条の 2に規定される見張りの義

務は課されない。 

（d）IFR で飛行中の航空機が VFR での飛行に切り替えるには、交信中の管制機関等に対して、

「cancel IFR」を通報する。 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（３） 

 

例題 13 

飛行計画書の第 10 項「使用する無線設備」欄に記入する記号と種類の組み合わせについて

（a）～（d）のうち、正しいものはいくつあるか。 （１）～（５）の中から選べ。 

（a）E：ELT 

（b）G：GPWS 

（c）I：ILS 

（d）O：VOR 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（１） 

 

例題 14 

目視進入について誤りはどれか。 



    

（１）目視進入とは計器飛行方式によって飛行する航空機が行う進入の方法であって、計器進入

方式の全部又は一部を所定の方式によらないで飛行場を視認しながら行う進入である。 

（２）目視進入は操縦士から要求があった場合であって、地上視程が 1,500ｍ以上あるときに交

通状況を考慮して管制官により許可される。 

（３）目視進入は「CLEARED FOR CONTACT APPROACH」の用語により許可される。ただ

し、計器進入方式の種類を指定しない進入が許可されている場合は目的飛行場に飛行場アド

バイザリー業務実施機関があるときは目視進入を行う旨の通報でよいが、飛行場管制所があ

るときは当該管制所の許可が新しく必要である。 

（４）目視進入は航空機が飛行場及び地上物標を確認することが可能な時であって、シーリング

が最終進入開始高度以下でない場合に実施することができる。 

正答（４） 

 

例題 15 

IFR機が出発する前に与えられる管制承認に含まれる事項について（a）～（d）のうち、正しい

ものはいくつあるか。（１）～（５）の中から選べ。 

（a）管制承認限界点（クリアランスリミット） 

（b）出発方式（SID又はトランジション） 

（c）飛行経路 

（d）進入予定時刻 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（３） 

 

例題 16 

降下方法の指示について誤りはどれか。 

（１）STARに公示された高度制限または速度に従って降下する場合 

「 FOLLOW STAR TO［高度］AS PUBLISH」 

（２）特定フィックスから降下を開始させる場合 

「AFTER PASSING [フィックス]. DESCEND AND MAINTAIN [高度]」 

（３）直ちに維持高度を離れる必要がある場合 

「BEGIN DESCENT IMMEDIATELY」 

（４）特定フィックスを特定高度で通過すべき場合 

「DESCEND AND MAINTAIN [高度]. CROSS [フィックス] AT OR BELOW[高度］」 

正答（１） 

 

 



    

例題 17 

STARに関する記述（a）～（d）のうち、正しいものはいくつあるか。 （１）～（５）の中から

選べ。 

（a）STARの高度制限はすべて at or above[高度]で指定されている。 

（b）STARの承認に進入許可を伴わない場合、STARの承認のみによって降下を行うことはでき

ない。 

（c）STARの承認に進入許可を伴う場合、STARの開始点までMEAを守り高度制限に従って進

入開始高度まで降下して進入を開始する。 

（d）STARの承認に進入許可を伴う場合、STARが承認される前の高度制限は引き続き有効であ

る。 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（２） 

 

例題 18 

最終進入中の航空機に管制官が必要と判断した場合に通報される気象情報等について（a）～

（d）のうち、正しいものはいくつあるか。 （１）～（５）の中から選べ。 

（a）RVRが測定されている場合、当該 RVR値が変化したとき 

（b）着陸した先行機から通報があった場合、ブレーキングアクション 

（c）着陸した先行機から通報があった場合、滑走路等を視認できた高度 

（d）RVRが測定されていない場合で、新たな地上視程が観測され最後に通報された値と変化し

ているときは最新の地上視程 

（１）１つ 

（２）２つ 

（３）３つ 

（４）４つ 

（５）無し 

正答（４） 

 

例題 19 

飛行中の錯覚について誤りはどれか。 

（１）傾いた雲の稜線、不明瞭な水平線、地上の灯火と星の光とが入り混じった暗闇、地上灯火

のある種の幾何学的な配列などによって、飛行機の姿勢が実際の水平線に正しくアラインし

ていないように錯覚しがちである。 

（２）上昇から水平直線飛行に急激に移行すると、パイロットは前方に傾くような錯覚を生じ

る。そのために急激に機首を引き上げようとし、錯覚がさらに増幅され易くなる。 



    

（３）暗闇の中で静止している灯光を何十秒間も見つめていると、その灯光が動きまわるような

錯覚に陥り、パイロットがその灯光の見せかけの動きにだまされて飛行機の制御を失うこと

がある。 

（４）飛行中に遭遇する各種の複雑な運動と外力及び外景の視認などによって、運動と位置の錯

覚を生ずることがある。これらの錯覚に基づく空間識失調は、信頼できる地上の固定物標又

は飛行計器を確実に視認することにより防止できる。 

正答（２） 

 

例題 20 

低酸素症に関する説明のうち正しいものはどれか。 

（１）ハイパーベンチレーションと呼ばれ、人間の脳および他の機能に障害をきたす程に体内の

酸素が不足する状態をいう。 

（２）大気中に含まれる酸素の割合は一定であるため、飛行高度の増大、大気圧の減少に関わら

ず低酸素症の傾向は変化しない。 

（３）普通の健康なパイロットであれば、 12,000 フィート未満では低酸素症による夜間視力の

低下以外の顕著な影響は表れないとされている。 

（４）最も適切な酸素の使用方法としては、昼間においては 15,000 フィートを超えたならばパ

イロットが補助酸素を使用することである。 

正答（３） 

 


